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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第48期

第３四半期連結
累計期間

第49期
第３四半期連結
累計期間

第48期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 (千円) 7,190,099 7,532,334 9,315,510

経常利益 (千円) 1,074,008 1,030,485 1,223,102

四半期(当期)純利益 (千円) 649,570 639,725 713,144

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 651,506 624,291 729,433

純資産額 (千円) 7,162,012 7,685,862 7,239,896

総資産額 (千円) 10,426,352 11,289,372 10,258,695

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 43.81 43.15 48.10

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 68.7 68.1 70.6
 

 

回次
第48期

第３四半期連結
会計期間

第49期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり
四半期純利益金額

(円) 18.07 19.74
 

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりませ

ん。

 

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」の内容に重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における経済情勢は、米国では景気の緩やかな回復が続き、欧州では全体としては

低成長が続いたもののドイツや英国が景気を下支えしました。新興国では国によっては伸び悩みの傾向が見られ

ましたが、全体としては緩やかな成長が続きました。国内では、消費税率引上げの影響もあり個人消費に弱さが

見られましたが、企業部門は設備投資を中心に底堅く推移いたしました。

このような経済環境のなか、電子写真用キャリアが使用されるオフィス用複写機・プリンターや商業用印刷機

の市場は堅調な回復傾向を示しました。

食品の品質保持に使用される脱酸素剤市場は、消費税引き上げの影響はありましたが、消費者の安全・安心志

向が底堅いこともあり堅調に推移いたしました。鉄粉の主要用途であるカイロにつきましては在庫調整等により

前年同期を下回る生産となりました。

これらの市場環境下、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期比4.8％増加の7,532百万円となりまし

た。

損益面では、主にキャリア事業の減益により、営業利益は1,001百万円（前年同期比4.4％減）、経常利益は

1,030百万円（前年同期比4.1％減）、四半期純利益は639百万円（前年同期比1.5％減）となりました。

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

 

①キャリア事業

当セグメントにおきましては、堅調な需要の増加により、売上高は5,635百万円（前年同期比8.0％増）となり

ました。セグメント利益は、増販とコスト削減の成果はありましたが、棚卸資産圧縮による売上原価上昇が影響

し1,177百万円（前年同期比3.0％減）となりました。

 

②鉄粉事業

当セグメントにおきましては、脱酸素剤関連製品は前年同期を上回る販売となりましたが、カイロ用鉄粉の販

売減により、売上高は1,896百万円（前年同期比3.9％減）となりました。セグメント利益は、カイロ用鉄粉の減

販損を脱酸素剤関連製品の増販益でカバーし102百万円（前年同期比1.0％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ、棚卸資産は減少しましたが、受取手形及び売掛金、預

け金の増加により、266百万円増加いたしました。固定資産は、キャリア製品製造設備等の設備投資を行いましたの

で、763百万円増加いたしました。以上により、総資産は1,030百万円増加し11,289百万円となりました。

負債は、支払手形及び買掛金、未払金が増加しましたので、584百万円増加し3,603百万円となりました。借入金

は前連結会計年度末と同額の294百万円となっております。

純資産は、445百万円増加し7,685百万円となりました。自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ2.5％減少し

68.1％となりました。　

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は298,040千円であります。なお、研究開発活動の状況について重

要な変更はありません。

 

(5) 経営者の問題意識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、現在の事業環境および入手可能な情報に基づき、最善の経営方針を立案するよう努め

ております。事業環境の変化に対応すべく経営戦略を明確にし、掲げた課題と施策を確実に実行してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,850,000 14,850,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 14,850,000 14,850,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 ─ 14,850,000 ─ 1,557,000 ─ 1,566,000
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 25,000

― 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,784,000
14,784 同上

単元未満株式 普通株式 41,000 ― ─

発行済株式総数 14,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,784 ―
 

 (注)１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式202株が含まれております。

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

② 【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パウダーテック株式会社

千葉県柏市十余二217番地 25,000 ─ 25,000 0.16

計 ― 25,000 ─ 25,000 0.16
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 277,636 256,659

  受取手形及び売掛金 ※1  1,073,837 ※1,※3  1,381,319

  商品及び製品 1,133,932 1,074,056

  仕掛品 873,814 644,453

  原材料及び貯蔵品 367,442 421,099

  繰延税金資産 132,122 132,336

  預け金 1,274,555 1,491,821

  その他 34,653 33,325

  貸倒引当金 △700 △853

  流動資産合計 5,167,293 5,434,217

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,655,397 4,192,971

    減価償却累計額 △2,455,642 △2,504,665

    建物及び構築物（純額） 1,199,755 1,688,306

   機械装置及び運搬具 ※2  6,839,478 ※2  7,025,142

    減価償却累計額 △5,583,858 △5,890,507

    機械装置及び運搬具（純額） 1,255,620 1,134,635

   土地 1,860,198 1,860,198

   リース資産 1,443,767 1,305,346

    減価償却累計額 △1,199,533 △1,119,220

    リース資産（純額） 244,234 186,126

   建設仮勘定 252,776 707,110

   その他 427,517 436,886

    減価償却累計額 △360,316 △380,136

    その他（純額） 67,201 56,750

   有形固定資産合計 4,879,786 5,633,126

  無形固定資産   

   その他 1,865 1,865

   無形固定資産合計 1,865 1,865

  投資その他の資産   

   投資有価証券 17,612 18,886

   繰延税金資産 161,435 160,917

   その他 35,903 45,559

   貸倒引当金 △5,199 △5,199

   投資その他の資産合計 209,750 220,163

  固定資産合計 5,091,401 5,855,155

 資産合計 10,258,695 11,289,372
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 822,394 ※3  971,265

  1年内返済予定の長期借入金 98,000 98,000

  リース債務 50,191 45,539

  未払金 512,656 1,100,043

  未払法人税等 317,965 143,049

  未払事業所税 17,311 14,701

  未払消費税等 4,181 80,263

  賞与引当金 177,424 125,639

  役員賞与引当金 28,000 -

  その他 143,226 ※3  207,607

  流動負債合計 2,171,351 2,786,111

 固定負債   

  長期借入金 196,000 196,000

  リース債務 196,549 142,784

  長期未払金 20,946 20,946

  環境対策引当金 5,900 5,037

  退職給付に係る負債 428,052 452,630

  固定負債合計 847,447 817,399

 負債合計 3,018,799 3,603,510

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,557,000 1,557,000

  資本剰余金 1,566,000 1,566,000

  利益剰余金 4,121,771 4,583,592

  自己株式 △6,748 △7,170

  株主資本合計 7,238,022 7,699,422

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,207 2,031

  為替換算調整勘定 665 △15,590

  その他の包括利益累計額合計 1,873 △13,559

 純資産合計 7,239,896 7,685,862

負債純資産合計 10,258,695 11,289,372
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 7,190,099 7,532,334

売上原価 5,220,706 5,581,736

売上総利益 1,969,393 1,950,598

販売費及び一般管理費 921,125 948,616

営業利益 1,048,267 1,001,982

営業外収益   

 受取利息 5,197 6,799

 為替差益 22,274 36,034

 貸倒引当金戻入額 7,396 -

 その他 6,926 5,183

 営業外収益合計 41,794 48,018

営業外費用   

 支払利息 659 559

 債権売却損 14,410 17,967

 その他 983 988

 営業外費用合計 16,053 19,514

経常利益 1,074,008 1,030,485

特別損失   

 固定資産処分損 23,621 30,203

 特別損失合計 23,621 30,203

税金等調整前四半期純利益 1,050,387 1,000,281

法人税等 400,816 360,556

少数株主損益調整前四半期純利益 649,570 639,725

四半期純利益 649,570 639,725
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 649,570 639,725

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △94 823

 為替換算調整勘定 2,030 △16,256

 その他の包括利益合計 1,935 △15,433

四半期包括利益 651,506 624,291

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 651,506 624,291
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
 至　平成26年12月31日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　債権流動化に伴う買戻義務

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

債権流動化に伴う買戻義務 71,628千円 71,065千円
 

 

※２ 過年度における国庫補助金等に係る資産の取得価額の直接圧縮累計額は61,598千円であります。

 

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形 ―千円 998千円

支払手形 ― 10,433

設備関係支払手形 ― 9,832
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 494,216千円 449,588千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

 

　１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 148,264 10.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日
 

 

　２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

　　　該当事項はありません。

 

　３．株主資本の著しい変動

 

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

 

　１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 177,903 12.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日
 

　

　２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

　　　該当事項はありません。

 

　３．株主資本の著しい変動

 

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

　１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
キャリア
事業

鉄粉事業 合計
調整額
 

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 5,217,062 1,973,037 7,190,099 ― 7,190,099

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,217,062 1,973,037 7,190,099 ― 7,190,099

セグメント利益 1,214,325 101,554 1,315,879 △267,612 1,048,267
 

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△267,612千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△266,363千円及

び棚卸資産の調整額△1,248千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

　１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
キャリア
事業

鉄粉事業 合計
調整額
 

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 5,635,420 1,896,914 7,532,334 ― 7,532,334

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,635,420 1,896,914 7,532,334 ― 7,532,334

セグメント利益 1,177,610 102,528 1,280,138 △278,156 1,001,982
 

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△278,156千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△278,271千円及

び棚卸資産の調整額115千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 43円81銭 43円15銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 649,570 639,725

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 649,570 639,725

普通株式の期中平均株式数(株) 14,826,043 14,824,788
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

パウダーテック株式会社(E01294)

四半期報告書

16/17



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月13日

パウダーテック株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   中　 井　　　　  修  印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   戸　　谷　　 且　　典  印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパウダーテック

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日か

ら平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パウダーテック株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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